
こ
れ
ま

で
、「
う

ど
ん
の
歴

史
、
製
法
、

材
料
、
販

売
」
を
学

び
、
昨
年

十
二
月
に

行
わ
れ
た

「
全
国
年

明
け
う
ど

ん
大
会
２
０
１
７
in
さ
ぬ
き
」
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る

な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
う
ど
ん

を
学
習
し
て
き
た
。

　

小
麦
粉
か
ら
う
ど
ん
を
作
る
の

は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
初
め
て

の
体
験
で
、
講
師

の
さ
ぬ
き
麺
業
の

代
表
取
締
役
社
長　

香
川
政
明
様
か
ら

作
り
方
を
教
わ
り

な
が
ら
、
丁
寧
に

作
っ
て
い
た
。
ま

た
、
紅
い
具
材
を

添
え
る
「
年
明
け

う
ど
ん
」
を
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
考

え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

「
年
明
け
う
ど
ん
」

を
作
成
し
、
み
ん

な
で
美
味
し
く
味

わ
っ
た
。

　

学
生
た
ち
は
こ

の
授
業
を
通
し
て
、

調
査
研
究
能
力
を

高
め
る
と
と
も
に
、

地
域
と
の
接
点
、

文
化
と
の
接
点
を

見
つ
け
て
い
く
。

香
川
県
医
師
会
と
医
療
秘
書
養
成

に
関
す
る
協
定
締
結

　

昨
年
九
月
五
日
、
香
川
県
医
師

会
と
高
松
短
期
大
学
と
の
医
療
秘

書
養
成
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印

式
が
あ
り
、

香
川
県
医

師
会　

久

米
川
啓
理

事
長
と
本

学　

佃
昌

道
学
長
が
、

協
定
書
に

サ
イ
ン
し
た
。

　

こ
の
協
定
を
も
と
に
、
高
松
短

期
大
学
秘
書
科
医
療
事
務
コ
ー
ス

は
、
平
成
三
十
年
四
月
入
学
生
か

ら
香
川
県
医
師
会
の
医
療
秘
書
を

養
成
す
る
外
部
委
託
教
育
機
関
と

な
り
、
日
本
医
師
会
認
定
医
療
秘

書
要
綱
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
準
拠
し

た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
四
国
で
唯
一
、
日
本
医
師
会

認
定
「
医
療
秘
書
」
の
資
格
が
取

得
可
能
に
な
る
。
卒
業
後
、
診
断

書
の
作
成
や
カ
ル
テ
代
行
入
力
な
ど

を
お
こ
な
う
即
戦
力
と
な
る
医
師

事
務
作
業
補
助
者
を
養
成
す
る
。

高
松
キ
ワ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
　 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
認
証
伝
達
式

　

昨
年
十
二
月
二
十
日
、
高
松
キ

ワ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
認
証
伝
達
式
が
開
催

さ
れ
、
本
学
の
発
達
科
学
部
の
学

生
が
中
心
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
・
運
営
・
活
動
を
行
っ

て
い
る
「
げ
ん
き
村
」
に
対
し

て
、
高
松
キ
ワ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
長

　

佐
野
正
氏
よ
り
、「
げ
ん
き
村
」

村
長
の
発

達
科
学
部

三
年
木
村

未
奈
さ
ん

に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

を
行
う
次

世
代
を
担

う
青
少
年

へ
の
人
材

育
成
を
目

的
と
し
た

助
成
金
が

授
与
さ
れ
た
。

　

認
証
式
で
は
「
げ
ん
き
村
」
の

活
動
報
告
や
、
こ
れ
か
ら
の
連

携
・
交
流
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

等
が
行
わ
れ
た
。

全
学
共
通
科
目
「
う
ど
ん
学
」
で

う
ど
ん
手
打
ち
体
験

　

一
月
六
日
、
大
学
全
学
共
通
科

目
「
う
ど
ん
学
」
を
受
講
す
る
学

生
約
百
四
十
名
が
う
ど
ん
の
手
打

ち
体
験
を
行
っ
た
。
こ
の
授
業
は
、

佃
昌
道
学
長
が
担
当
し
て
お
り
、

　
　
学
位
記
授
与
式

　

平
成
二
十
九
年
度
の
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
の
学
位
記
授
与

式
が
三
月
二
十
日
、
レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル
（
香
川
県
県
民
ホ
ー
ル
）
で

行
わ
れ
、
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
二
百
七
人
が
学
び
舎
を
巣
立
つ
。

　

今
年
度
も
就
職
状
況
は
好
調
で
、
香
川
県
等
の
公
立
小
学
校
に
大

学
発
達
科
学
部
か
ら
現
役
・
既
卒
を
併
せ
て
七
名
が
合
格
し
た
。
ま

た
、
公
立
幼
稚
園
・
保
育
所
に
お
い
て
は
、
大
学
発
達
科
学
部
、
短

期
大
学
保
育
学
科
と
も
に
多
数
合
格
し
て
お
り
、
大
学
経
営
学
部
、

短
期
大
学
秘
書
科
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
等
へ
の
就
職
も
併
せ
、
四

月
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
学
位
記
を
高
橋
拳
斗
さ
ん
（
発
達
科
学
部
）、

近
藤
正
利
さ
ん
（
大
学
院
）、
大
塚
栞
さ
ん
（
保
育
学
科
）
が
佃
昌

道
学
長
か
ら
受
け
取
る
。

　

ま
た
、
木
村
未
奈
さ
ん
（
発
達
科
学
部
三
年
）、
阿
部
紗
梨
奈
さ

ん
（
秘
書
科
一
年
）
が
送
辞
、
谷
茜
さ
ん
（
経
営
学
部
）、
好
永
梨

花
さ
ん
（
秘
書
科
）
が
謝
辞
を
述
べ
る
。

　

引
き
続
き
、
同
窓
会
入
会
式
も
行
わ
れ
、
卒
業
生
代
表
と
し
て
、

溝
田
優
一
さ
ん
（
経
営
学
部
）
と
和
泉
彩
さ
ん
（
保
育
学
科
）
が
大

学
・
短
大
の
同
窓
会
長
に
挨
拶
を
行
う
。

　

式
後
に
は
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
、
恩
師
や
学
友
と
最

後
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
。

日 時　 第１回  ３月24日（土）　　　 第２回  ５月19日（土）
時 間　10時～14時� ※無料送迎バス（要予約）、ランチサービスあり！

お問い合わせ先　入学センター

オープンキャンパス2018

� 2018．３高松大学　高松大学大学院　高松短期大学　認定こども園高松東幼稚園

学校法人 四国高松学園
〒761-0194	 高松市春日町960番地
TEL（087）841-3255　FAX（087）841-3064
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屋
島
の
峰
々
に
も
若
葉
の
芽
生
え
が
見
ら

れ
、
春
日
川
を
吹
き
渡
る
風
に
も
春
の
温
か

み
が
感
じ
ら
れ
る
今
日
の
佳
き
日
に
、
ご
来

賓
ご
家
族
関
係
各
位
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
本

学
平
成
二
十
九
年
度
学
位
記
授
与
式
を
挙
行

で
き
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
慶
び
に
耐
え
ま
せ

ん
。
本
学
教
職
員
を
代
表
し
て
厚
く
祝
意
と

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

た
だ
今
、
大
学
百
九
名
、
短
期
大
学
九
十
四

名
、
大
学
院
四
名
、
計
二
百
七
名
の
皆
さ
ん

が
、
め
で
た
く
学
位
記
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
こ
の
歴
史
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
田

園
都
市
高
松
に
立
地
す
る
本
学
に
集
い
、
学

部
・
学
科
に
よ
り
期
間
の
長
短
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
学
問
や
研
究
に
励
ま
れ
、
初
志

を
貫
徹
さ
れ
た
証
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
、

こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
の

努
力
に
対
し
て
敬
意
を

表
し
、
心
か
ら
お
め
で

と
う
と
お
祝
い
の
詞
を

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
と
に
、
県
外
や
国
外

か
ら
遊
学
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
は
、
格
別
の
苦
労

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
は
、
世
界
で
は
国
家
や
民

族
間
の
問
題
が
複
雑
化
し
テ
ロ
事
件
も
絶
え

な
い
年
で
し
た
。
反
面
、
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
や
日
本
最
年
少
プ
ロ
棋
士
藤
井
聡

太
氏
の
二
十
九
連
勝
記
録
な
ど
明
る
い
話
題

の
多
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
、

「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群

が
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
文
化
遺
産
登
録
の
活
動
目
的
は
「
文
化

の
多
様
性
の
保
護
及
び
文
明
間
対
話
の
促
進
」

で
あ
り
ま
す
。
実
は
香
川
県
に
は
、
こ
の
様

な
活
動
を
戦
前
か
ら
行
っ
て
い
た
人
物
が
い

ま
し
た
。
三
木
町
出
身
の
重
要
無
形
文
化

財
「
型
絵
染
」
保
持
者
、
鎌
倉
芳
太
郎
氏
で

す
。
彼
は
、
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
後
、
二

年
間
沖
縄
で
教
鞭
を
と
り
、
そ
の
後
、
東
京

美
術
学
校
に
戻
り
、
沖
縄
の
文
化
財
を
調
査

し
て
、
大
量
の
写
真
と
記
録
ノ
ー
ト
を
作
成

し
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
達
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
特
に
、
写
真

に
つ
い
て
は
、
先
人
達
が
築
き
上
げ
た
文
化

と
長
い
歴
史
の
中
で
形
成
さ
れ
た
風
景
の
記

録
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
資
料
は
、
日

米
の
激
し
い
戦
闘
が
あ
っ
た
沖
縄
戦
で
壊
滅

し
た
沖
縄
の
戦
後
文
化
の
復
興
に
活
用
さ
れ
、

特
に
世
界
文
化
遺
産
「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク

及
び
関
連
遺
産
群
」
の
登
録
で
は
、
彼
の
資

料
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
お
か
れ
て
も
、
志
を
強
く
持
ち
、

本
学
で
培
っ
た
調
査
研
究
力
を
生
か
し
、
多

文
化
共
生
社
会
の
さ
ら

な
る
進
展
充
実
に
向

か
っ
て
、
元
気
に
歩
み

を
進
め
る
こ
と
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

卒
業
後
、
公
務
員
・

銀
行
・
一
般
企
業
な

ど
に
進
ま
れ
る
経
営

学
部
・
秘
書
科
・
経
営
学
研
究
科
の
皆
さ
ん
、

ま
た
、
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
・
子
ど

も
関
連
施
設
・
企
業
な
ど
に
進
ま
れ
る
発
達

科
学
部
・
保
育
学
科
の
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ

進
む
道
は
異
な
り
、
直
面
す
る
課
題
も
多
様

で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
が
、

本
学
で
学
ん
だ
、
対
話
を
重
ん
じ
、
理
論
と

実
践
の
接
点
を
開
拓
す
る
と
い
う
精
神
を
忘

れ
ず
、
日
々
に
起
こ
る
小
さ
な
こ
と
を
疎
か

に
せ
ず
、
人
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
困
難
に

挫
け
ず
、
進
取
の
気
概
を
持
っ
て
、
自
ら
が

属
し
て
い
る
職
場
や
地
域
社
会
の
中
で
、
自

分
の
役
割
を
果
た
し
、
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ

る
存
在
と
な
り
ま
す
よ
う
期
待
し
て
、
餞
の

告
辞
と
い
た
し
ま
す
。

高
松
大
学
長

高
松
短
期
大
学
長　

佃
　
昌
道

平
成
二
十
九
年
度
学
位
記
授
与
式 

学
長
告
辞

　

本
学
園
は
、
教
育
研
究
活
動
の
み

な
ら
ず
、
学
園
の
施
設
設
備
の
整
備
や

学
生
、
園
児
支
援
等
に
お
い
て
多
大
の

経
費
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
教
育
改

革
や
経
営
の
合
理
化
を
行
い
、
経
費
節

減
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
学

生
、
園
児
に
対
す
る
支
援
の
充
実
の
た

め
に
寄
附
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

誠
に
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
教

職
員
、
本
学
園
卒
業
生
（
卒
園
生
）、

在
学
生
（
在
園
児
）
の
保
護
者
の
皆
様

及
び
企
業
、
団
体
な
ど
法
人
の
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

★
募
集
期
間　

随
時
受
付
し
ま
す
。

★
募
集
金
額　

一
口
五
千
円
以
上

★�

お
申
込
み
方
法　

本
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
し
く
は
お
電
話
に
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
部
会
計
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
七（
八
四
一
）二
一
六
一（
直
通
）

ご
寄
附
の
お
願
い

学術振興基金・学長表彰
　本学では、「学術振興基金」から国際交流に参加する学生への助成や、
学術・文化・スポーツなどで成果を挙げた学生を対象に「学長表彰」
を行っています。

■ 学術振興基金
団体・個人名 適　　用 贈与日

経営学部経営学科�
藤澤陽平、水口雄太

［海外研修］「特
別講義Ⅱ」イン
ドネシア海外研
修への国際交流
助成

平成30年
3月6日

■ 学長表彰
団体・個人名 適　　　用 表彰日

ハンドボール部 ［スポーツ部門］平成29年度第56回中四国学生ハンド
ボール選手権大会春季リーグ戦Ⅰ部準優勝

平成29年
5月26日

経営学部経営学科３年
鞍井　尚凜

［文化部門］タミヤグランプリワールドチャンピオン
決定戦2016　TRF Championship ７位

平成29年
5月26日

たぬきビジネス研究会 ［その他部門（地域貢献）］「第２回わかもん商店街」最優秀賞＆ベストクラウドファンディング賞受賞
平成30年
2月15日

平成30年３月15日� （2）四国高松学園だより 第119号



■
就
職
活
動
と
私

�

経
営
学
部
経
営
学
科
四
年
　

尾
崎
　
亜
希

　

私
が
就
職
活

動
を
始
め
た
の

は
、
三
年
生
の

十
一
月
か
ら
で

す
。
十
一
月
の

就
活
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
時
に

焦
り
を
感
じ
、
こ
れ
を
契
機
に
就

職
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
を
通
じ
、
私
が
大
切

だ
と
感
じ
た
こ
と
は
三
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
、「
就
活
ノ
ー
ト
」

を
作
る
こ
と
で
す
。
就
職
活
動

に
関
す
る
情
報
を
整
理
す
る

こ
と
で
活
動
計
画
が
立
て
易
く

な
り
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
自

己
分
析
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と

で
す
。
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
で
、

説
得
力
の
あ
る
履
歴
書
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
最
後
に
、
自
ら

足
を
運
ぶ
こ
と
で
す
。
合
同
説
明

会
に
多
く
参
加
す
る
こ
と
で
様
々
な

気
づ
き
や
発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

就
職
活
動
は
自
ら
動
く
こ
と
が
大

前
提
と
な
り
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
自
分
か
ら
聞
き
に
い
く

こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

三
年
生
後
半
の
就
職
活
動
解
禁
の

時
期
に
は
、
就
職
活
動
に
対
し
て
不

安
に
な
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

周
り
の
友
達
や
両
親
、
ゼ
ミ
の
先
生

に
相
談
す
る
な
ど
し
て
、
悔
い
の
残

ら
な
い
就
職
活
動
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
て

�

発
達
科
学
部
子
ど
も
発
達
学
科
四
年
　

座
安
　
由
季

　

私
は
、
昨
年

十
一
月
二
十
二

日
に
開
催
さ
れ

た
第
九
回
オ
ー

タ
ム
コ
ン
サ
ー

ト
で
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
の
ソ
ロ
、

連
弾
、
吹
奏
楽
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

電
子
オ
ル
ガ
ン
の
ソ
ロ
や
連
弾

で
は
、
自
分
の
好
き
な
曲
を
舞
台

で
演
奏
で
き
る
喜
び
、
友
達
と
二

人
で
曲
を
奏
で
る
こ
と
の
楽
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
演
奏
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
、

曲
を
通
し
て
一
つ
に
な
る
一
体
感

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
初

め
て
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン

を
弾
い
た

り
、
ピ
ア

ノ
伴
奏
も

さ
せ
て
い

た
だ
く
な

ど
、
と
て

も
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

様
々
な
楽
器
や
音
楽
に
触
れ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
オ
ー
タ
ム

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
自
分
の
新
た
な

感
性
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

■
大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て

�

発
達
科
学
部
子
ど
も
発
達
学
科
四
年
　

野
村
　
育
実

　

卒
業
が
目
前

と
な
り
、
四
年

間
の
出
来
事
が

日
々
懐
か
し
く

感
じ
ま
す
。
私

は
小
学
校
教
員
を
め
ざ
し
、
二
年

生
の
頃
か
ら
学
内
外
の
様
々
な
講

座
に
参
加
し
始
め
ま
し
た
。
面
接

練
習
で
は
、
先
輩
方
の
凛
々
し
い

姿
を
み
て
憧
れ
を
抱
い
た
も
の

の
、
自
分
自
身
は
思
い
を
言

葉
に
で
き
ず
、
も
が
く
日
々

で
し
た
。

　

ま
た
、
教
職
に
就
く
と

い
う
自
分
の
意
思
を
採
用
試

験
の
直
前
ま
で
固
め
ら
れ
ず
、

担
当
教
員
に
い
つ
「
夢
を
あ
き

ら
め
る
」
と
伝
え
よ
う
か
悩
ん
だ

時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
共

に
戦
う
仲
間
や
親

身
に
な
っ
て
ご
指

導
い
た
だ
い
た
先

生
方
の
支
え
が
あ

り
、
最
後
ま
で
や

り
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
四

年
間
の
多
く
の
経
験
は
大
切
な
思

い
出
で
あ
り
、
財
産
で
す
。
こ
の

四
年
間
を
糧
に
、
私
を
待
つ
子
ど

も
た
ち
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
え

る
教
員
を
め
ざ
し
頑
張
り
ま
す
。

■
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て 

　

一
体
何
が
身
に
付
い
た
の
か

�

経
営
学
部
経
営
学
科
一
年
　

竹
村
　
菜
生

　

昨
年
四
月
か

ら
高
松
で
一
人

暮
ら
し
を
始
め
、

当
た
り
前
の
こ

と
を
当
た
り
前

に
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
頃
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を

始
め
、
経
営
学
部
の
授
業
で
習
っ

て
い
る
こ
と
を
実
践
的
に
試
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
逆
も
あ

り
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
習
っ
た
こ

と
が
授
業
に

も
活
か
せ
る

よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
が
こ
の

一
年
で
身
に

付
け
た
こ
と

は
、
生
活
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
相
手
を

思
い
や
る
こ
と
、
笑
顔
、
そ
し
て

前
向
き
な
考
え
方
な
ど
、
数
え
き

れ
な
い
く
ら
い
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
身
に
付
け
た
こ
と
を
こ
の
先

も
ず
っ
と
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

の
だ
と
思
う
と
、
新
し
く
学
ぶ
こ

と
に
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
新
し
い
人
と
出
会
い
、

新
し
い
学
問
を
学
び
、
新
し
い
考

え
方
に
触
れ
て
、
私
は
も
っ
と
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

発
達
科
学
部
　
佐
竹
　
勝
利

●
自
己
紹
介

　

発
達
科
学
部
で
十
年
で
す
。
前

職
の
鳴
門
教
育
大
学
で
二
十
三
年
、

そ
の
前
の
高
松
短
期
大
学
で
十
一

年
、
過
ご
し
ま
し
た
。
専
門
は
教

育
学
（
教
職
論
）
で
す
。

●
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
特
徴

　

教
育
ゼ
ミ
で
す
。
学
生
の
関

心
は
主
に
教
育
、
保
育
で
す
が
、

テ
ー
マ
は
多
種
多
様
で
す
。
学
外

ゼ
ミ
で
岬
の
分
教
場
へ
行
き
ま
す
。

●
ゼ
ミ
生
へ
一
言

　

前
向
き
で
、
簡
単
に
は
諦
め
な

い
、
ア
ル
バ
イ
ト
よ
り
勉
学
優
先

（
当
然
）、
約
束
を
守
る
、
遅
刻
し

な
い
、
新
聞
を
読
む
、
メ
モ
を
す

る
（
こ
れ
ら
も
当
然
）
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

●
二
十
歳
の
時
の
自
分

　

馬
術
部
に
熱
中
し
始
め
た
こ
ろ

で
す
。
傷
が
絶
え
ず
、
鍛
え
ら
れ

ま
し
た
。
重
要
な
単
位
を
落
と
す

と
休
部
を
命
じ
ら
れ
る
の
で
、
試

験
に
備
え
て
猛
勉
強
し
ま
し
た
。

発
達
科
学
部
　
子
ど
も
発
達
学
科

経
営
学
部
　
経
営
学
科

探
訪
！
研
究
室

高松大学

平成30年３月15日� （3）四国高松学園だより 第119号



保
育
学
科

秘
書
科

■
夢
に
向
か
っ
た
短
大
生
活

保
育
学
科
二
年
　
喜
多
　
夢
保

　

二
年
前
の
春
、

私
た
ち
は
保
育

者
に
な
る
と
い

う
幼
い
頃
か
ら

の
夢
を
叶
え
る

た
め
、
保
育
学
科
に
入
学
し
ま
し

た
。
保
育
学
科
で
の
二
年
間
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
先
生
方
の

熱
意
あ
る
ご
指
導
に
は
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟

者
で
す
が
、
保
育
者
に
な
る
に
あ

た
っ
て
の
知
識
に
加
え
、
人
と
な

り
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ど
ん
な
時
も
支
え

合
っ
て
き
た
大
切
な
仲
間
た
ち

へ
。
ま
た
新
し
い
春
が
や
っ
て
き

ま
す
。
ず
っ
と
ず
っ
と
憧
れ
て
い

た
「
先
生
」
と
し
て
の
最
初
の
一

歩
を
踏
み

出
す
時
が

来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
選

ん
だ
道
に

進
み
ま
す

が
、
み
ん

な
が
私
の
元
気
の
源
で
す
。

　

短
大
生
活
で
培
っ
た
経
験
と
全

て
の
出
会
い
を
力
に
変
え
て
、
こ

れ
か
ら
の
一
人
ひ
と
り
の
生
活
が

輝
く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

■
保
育
者
を
め
ざ
す
高
校
生
の 

　

た
め
の
保
育
体
験
ツ
ア
ー

　

昨
年
十
二
月
二
十
六
日
に
開
催

し
た
本
企
画
も
二
年
目
を
迎
え
、

多
く
の
高
校
生
、
そ
し
て
今
回
か

ら
は
中
学
生
も
参
加
し
、
県
内
の

二
つ
の
保
育
園
の
ご
協
力
の
も
と
、

貴
重
な
体
験
を
味
わ
っ
た
。

　

昨
年
度
の

参
加
者
か
ら

の
要
望
を
取

り
入
れ
、
今

年
度
は
保

育
園
で

の
滞
在

時
間
を�

延
長
し
、�

子
ど
も
た
ち
と
多
く
の
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。
好
評
だ
っ
た
夏
編
に
引
き

続
い
て
参
加
し
た
高
校
生
も
多
く
、

五
ヶ
月
ぶ
り
に
再
会
し
た
子
ど
も

の
成
長
に
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

参
加
者
は
た
だ
子
ど
も
た
ち
と

関
わ
る
だ
け
で
な
く
、
保
育
者
の

声
か
け
の
意
味
、
遊
び
の
意
味
を

教
わ
り
な
が
ら
、
ま
た
本
学
卒
業

生
の
先
輩
保
育
士
か
ら
の
講
話
に

耳
を
傾
け
、
保
育
の
す
ば
ら
し
さ

を
実
感
し
て
い
た
。
単
な
る
職
場

体
験
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
本
企
画

は
、
参
加
者
に
と
っ
て
は
将
来
の
進

路
を
決
定
づ
け
る
す
ば
ら
し
い
機

会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■
医
療
事
務
コ
ー
ス
で
の 

　

二
年
間
の
学
び
を
振
り
返
っ
て

秘
書
科
二
年
　
木
村
　
真
由

　

短
大
に
入
学

後
、
医
療
事
務

員
を
め
ざ
す
た

め
に
必
要
な
ス

キ
ル
を
身
に
つ

け
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
検
定
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
検
定
直
前
の
集

中
講
義
で
は
、
先
生
方
も
複
数
で

そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
度
に
合
わ
せ
た

指
導
を
行
っ
て
く
だ
さ
り
、
レ
セ

プ
ト
点
検
で
は
達
成
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
医
療

事
務
の
基
本
と
な
る
メ
デ
ィ

カ
ル
ク
ラ
ー
ク
の
検
定
だ

け
で
な
く
、
ド
ク
タ
ー
ズ
ク

ラ
ー
ク
・
医
事
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
電
子
カ
ル
テ
の
検
定
に

も
挑
戦
し
、

す
べ
て
合
格

し
た
こ
と
で

自
信
に
つ
な

げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
授

業
で
は
検
定

の
勉
強
だ
け

で
な
く
患
者

様
と
会
話
す
る
際
の
接
し
方
や
電

話
応
対
を
学
び
、
そ
の
学
び
を
実

習
先
の
医
療
機
関
で
実
践
す
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
就
職
先
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は

二
年
間
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
生

か
し
役
立
て
て
い
き
た
い
で
す
。

■
香
川
県
立
中
央
病
院
半
日
研
修

秘
書
科
二
年
　
宮
本
　
菜
摘

　

昨
年
十
月

二
十
六
日
に
、

私
た
ち
医
療
事

務
コ
ー
ス
の
学

生
は
香
川
県
立

中
央
病
院
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
病
院
の
説
明
を
お
聞
き

し
、
そ
の
後
、
病
院
内
を
見
学
し

ま
し
た
。
病
院
で
は
患
者
様
の
個

人
情
報
を
守
る
た
め
、
診
察
室
に

呼
ぶ
際
は
名
前
で
は
な
く
番
号
で

呼
ん
で
い
る
こ
と
や
、
地
域
連
携

室
と
い
う
部
門
で
連
携
し
て
い
る

病
院
や
施
設
の
情
報
を
提
供
し
、

患
者
様
の
要
望
な
ど
に
応
じ
て
い

る
と
お
聞
き
し
、
患
者
様
に
対
す

る
心
づ
か
い
が
行
き
届
い
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
見
学
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
緊
急
時

の
対
応
に

必
要
な
施

設
で
あ
る

こ
と
を
感

じ
、
病
院

の
重
要
性

を
認
識
す

る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。

　

今
回
の

見
学
で
医
療
に
携
わ
る
仕
事
へ
の

責
任
の
重
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と

が
で
き
、
今
後
の
学
業
へ
の
意
識

が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

秘
書
科
　
秋
鹿
　
悦
子

●
自
己
紹
介

　

秘
書
科
の
秋
鹿
悦
子
で
す
。

　

医
療
秘
書
概
論
、
診
療
報
酬
請

求
事
務
、
医
療
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演

習
、
サ
ー
ビ
ス
実
務
の
講
義
を
担

当
し
て
い
ま
す

●
学
生
へ
一
言

　

何
事
も
結
果
の
み
を
重
視
し
が

ち
で
す
が
、
失
敗
や
挫
折
の
経
験

も
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
必
ず
力
と

な
り
ま
す
。
不
安
や
、
戸
惑
い
の

気
持
ち
は
、
貴
女
だ
け
に
あ
る
の

で
は
な
く
皆
一
緒
で
す
よ
。
少
し

の
勇
気
を
持
っ
て
、
恐
れ
ず
に
挑

戦
し
続
け
ま
し
ょ
う
。

●
二
十
歳
の
時
の
自
分

　

友
達
と
の
お
し
ゃ
べ
り
が
大
好

き
で
、
い
つ
も
夜
中
ま
で
騒
い
で

い
ま
し
た
。
沢
山
笑
っ
た
り
泣
い

た
り
忙
し
い
二
十
代
、
か
け
が
え

の
な
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

も
う
一
度
戻
れ
る
な
ら
、
絶
対
に

二
十
歳
の
頃
！

探
訪
！
研
究
室

高松短期大学
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第
九
回
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

昨
年
十
一
月
二
十
二
日
、
高
松

テ
ル
サ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
高
松

大
学
・
高
松
短
期
大
学
第
九
回
定

期
演
奏
会
「
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
た
。

　

学
内
オ�

ー
デ
ィ
シ�

ョ
ン
で
選

考
さ
れ
た

学
生
に
よ

る
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
や

独
奏
の
ほ

か
、
地
域

連
携
セ
ン

タ
ー
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン

教
室
受
講�

生
、
学
生

等
に
よ
る

弦
楽
合
奏
、

高
松
大
学

ア
カ
デ
ミ�

ー
・
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に

よ
る
吹
奏
楽
、
音
楽
科
卒
業
生
に

よ
る
女
声
合
唱
や
毎
年
恒
例
の
発

達
科
学
部
学
生
有
志
に
よ
る
混
声

合
唱
を
披
露
し
た
。
運
営
に
も
学

生
ス
タ
ッ
フ
が
活
躍
し
、
満
席
と

な
っ
た
ホ
ー
ル
の
聴
衆
を
魅
了
し

た
。平

成
二
十
九
年
度
　
第
二
回 

「
学
生
に
よ
る
ブ
ッ
ク
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
」

　

学
生
自
身
が
読
み
た
い
本
を
直

接
書
店
で
選
ぶ「
ブ
ッ
ク
ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
」
を
、
二
月
十
九
日
、
丸
亀

市
内
の
大
型
書
店
で
実
施
し
た
。

　

今
回
の
企
画
に
は
、
第
十
五
回

書
評
・
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
者
の
学
生
五
名
が
参
加
し
た
。

図
書
館
で
購
入
す
る
本
を
学
生
が

直
接
選
ぶ
こ
と
で
、
学
生
の
図
書

館
利
用
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
。

今
回
参
加
し
た
学
生
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
分
野
に
関
す
る
本
や
話

題
作
な
ど
、
一
時
間
半
を
か
け
て

百
十
一
冊
を
選
書
し
た
。
学
生
が

選
ん
だ
本
は
、
図
書
館
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
並
ん
で
お
り
、
多
く

の
学
生
に
読
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
年
度
も

学
生
に

よ
る
ブ�

ッ
ク
ハ

ン
テ
ィ

ン
グ
を

二
回
開

催
し
、

第
一
回

は
六
月

頃
を
予

定
し
て
い
る
。

第
十
三
回
か
が
わ
の
高
校
生

地
域
創
生
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア 

　
　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　

地
域
産
業
界
と
連
携
し
ビ
ジ
ネ

ス
ア
イ
デ
ア
を
提
案
す
る
活
動
を

と
お
し
て
、
地
域
「
か
が
わ
」
の

健
全
で
持
続
的
な
発
展
を
担
う
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
第
十
三
回
か
が
わ
の
高
校
生
地

域
創
生
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
コ
ン

テ
ス
ト
」

が
一
月
六

日
、
本
学

で
開
催
さ

れ
た
。
参

加
五
校
六

チ
ー
ム
が

さ
ま
ざ
ま

な
ビ
ジ
ネ

ス
ア
イ
デ
ア
を
発
表
し
、
最
優
秀

賞
に
坂
出
商
業
高
等
学
校
の
「
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
『
キ
セ
レ
』
の

取
り
組
み
～
さ
か
い
で
ブ
ラ
ン
ド

の
情
報
発
信
！
～
」
が
選
ば

れ
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
審
査
員

を
務
め
た
本
学
大
学
院　

植
木
英
治
教
授
は
「
坂
出
商

業
高
校
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
班
は
、
坂
出
セ
キ
レ
で

好
評
だ
っ
た
商
品
を
、
高

松
の
商
店
街
で
単
に
並
べ

て
販
売
し
た
の
で
は
な
く
、

前
も
っ
て
市
場
調
査
を
し

て
、
高
松
の
人
々
、
特
に

高
齢
者
が
関
心
を
示
し
た
『
塩
田

ク
ッ
キ
ー
』
に
着
眼
し
、
ポ
ッ
プ

な
ど
を
通
じ
て
強
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
販
売
し
た
。
さ
ら
に
、
商
店
街

を
見
物
し
て
い
る
外
国
人
観
光
客

や
子
ど
も
た
ち
に
『
そ
る
と
ろ
プ

リ
ン
』
を
移
動
販
売
し
た
り
し
た
。

周
到
な
準
備
、
坂
出
ブ
ラ
ン
ド
の

周
知
と
売
上
げ
増
加
に
対
す
る
熱

意
や
工
夫
が
特
に
す
ば
ら
し
か
っ

た
。
こ
れ
ら
の
点
が
高
く
評
価
さ

れ
て
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。」

と
講
評
し
た
。

第
三
十
四
回
近
県
高
等
学
校 

　
　
　
　
　
英
語
弁
論
大
会

　

昨
年
十
月
十
四
日
、第
三
十
四
回

近
県
高
等
学
校
英
語
弁
論
大
会
を

開
催
し
た
。香
川
県
と
近
県
の
高
等

学
校
か
ら
ス
ピ
ー
チ
の
部
十
六
名
、

レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
部
二
十
名
の
出

場
者
が
練
習
の
成
果
を
競
っ
た
。

　

優
勝
者
は
次
の
と
お
り

【
ス
ピ
ー
チ
の
部
】

川
口　

佳
大
さ
ん
（
英
明
一
年
）

【
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
部
】

稲
葉　

友
希
さ
ん
（
松
山
東
二
年
）

「今日は何するん？」
　芸術士の谷先生が絵の具を溶いたり、画
用紙を切ったりしていると、年中菊組の子
どもたちは楽しい事が始まると心を躍らせ
ながら近づき、「何しよん？」「今日は何す
るん？」と聞きます。谷先生との付き合
いも長い子は３年目になり、子どもたちに
とって先生との時間は特別のようです。
　谷先生の活動には「自由に」というテー
マがあります。中には、この「自由に」と
いうのが難しく感じたり戸惑ったりする子もいますが、先生は子ども
たちの描く一本の線や塗った色の一つ一つを「いいね～」と認めます。

それにより、子どもたちは製作活動・描
画活動を楽しいものだと捉えることがで
き、自然と自信を持って自分のイメージ
したことを伸び伸び表現できるのです。
　キッズアート（東幼稚園では、谷先生
との活動をこう呼んでいます。）を通して、
表現のテクニック（技法や手先の巧緻性
など）だけでなく、楽しさを感じること
も経験している子どもたちです。 大学経営学部と短期大学秘

書科の学生がスタッフとし
て補助にあたっています。
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学
び
、
続
い
て
講
師
か
ら
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
気
道

異
物
の
除
去
方
法
等
の
説
明
を
受

け
、
実
技
の
練
習
を
し
た
。
参
加

者
は
三
時
間
の
講
習
を
受
講
し
、

全
員
に
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
た
。

か
が
わ
子
ど
も
大
学
高
松
大
学 

キ
ャ
ン
パ
ス
「
百
人
一
首 

　
学
習
会
・
修
了
式
」
開
催

　

昨
年
十
二
月
三
日
、
か
が
わ
子

ど
も
大
学
高
松
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

の
事
業
「
百
人
一
首
学
習

会
・
修
了
式
」
を
開
催
し
た
。

　

学
習
会
に
は
、
子
ど
も

大
学
生
（
地
域
の
小
学
生

四
・
五
・
六
年
生
）
が
参
加
。

発
達
科
学
部
の
教
員
を
め

ざ
す
学
生
が
百
人
一
首
の

歴
史
を
説
明
し
、
秘
書
科

の
学
生
が
礼
儀
作
法
の
説

明
と
手
本
を
示
し
、
子
ど
も
大
学

生
と
一
緒
に
実
践
。
説
明
が
終
わ

る
と
、
子
ど
も
大
学
生
で
「
ち
ら

し
取
り
」や「
源
平
合
戦
」の
ゲ
ー

ム
を
行
い
、
上
位
入
賞
者
に
は
メ

ダ
ル
と
副
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

修
了
式
で
は
、
子
ど
も
大
学
生

代
表
の
古
高
松
小
学
校
六
年　

辻

田
結
咲
さ
ん
に
、
修
了
証
書
を
手

渡
し
た
。

　

修
了
式
後
に
、
高
松
大
学
内
に

あ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
に
移
動
し
、
ホ

タ
ル
の
幼
虫
を
放
流
し
た
。
五
月

中
旬
か
ら
六
月
上
旬
頃
に
は
ホ
タ

ル
の
舞
う
姿
が
見
ら
れ
る
予
定
。

　

こ
れ
で
、
か
が
わ
子
ど
も
大
学

高
松
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
五
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
好
評
の
う
ち
に

無
事
終
了
し
た
。

古
高
松
地
区
河
川
等 

　
　
　
　
一
斉
清
掃
に
参
加

　

古
高
松
地
区
住
民
の
総
意
に
よ

り
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」、「
ふ

れ
あ
い
の
町
づ
く
り
」
を
め
ざ
し

て
行
わ
れ

る
河
川
等

一
斉
清
掃

に
本
学
も

平
成
十
六

年
度
か
ら

参
加
し
て

い
る
。

　

今
年
度

の
一
斉
清

編
集
後
記

☆
た
ー
ち
ゃ
ん
紙
芝
居
に
新
作

「
た
ー
ち
ゃ
ん
ま
る
が
め
じ
ょ
う

に
い
く
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今

後
、
発
達
科
学
部
読
み
聞
か
せ
隊

が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
お
披

露
目
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
動
画
を
視
聴
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

（
Ｍ
）

『たーちゃん新技習得！』
　平成20年に誕
生してから、なん
ともう10年が経
とうとしているん
だ。これまで、たく
さんの活動と出会
いのおかげで、つ
いにニュースタイ
ルに変身する技を
身につけたよ。
　見た目はあまり変わらないけど空気を
集めて、フワフワで可愛くなる新技だ。こ
のニュースタイル、いつかお見せするね。
お楽しみに！

平成29年度　高松市姉妹・友好都市
フランス　トゥール市派遣親善研修生

発達科学部
子ども発達学科�
２年

永
ナガ

木
キ

　はるか
� さん

　平成29年９月16日～26日、高松
市の親善研修生としてフランスの
トゥール市を訪問。小中学校で日本
文化の紹介をしたり、地元の方々と
の交流を深めた。
　「日本に対し興味津々で、何事に
も取り組む国民性だと実感しました。
行動しなければ何も始まらない。こ
れを軸に夢に向かって努力していき
たいです。」と抱負を語ってくれた。

キラリ 輝く人
高
松
市
消
防
局
に
よ
る
普
通

救
命
講
習
を
開
催

　

二
月
十
三
日
に
本
学
に
お
い
て
、

高
松
市
消
防
局
に
よ
る
普
通
救
命

講
習
を
開
催
し
、
高
松
市
消
防
団

機
能
別
分
団
「
高
松
大
学
防
災
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
の
団
員
を
は
じ

め
、
学
生
と
教
職
員
十
八
名
が
参

加
し
た
。

　

ビ
デ
オ
で
、
①
心
停
止
の
予
防
、

②
心
停
止
の
早
期
認
識
と
通
報
、

③
一
次
救
命
処
置
、
④
二
次
救
命

処
置
と
心
拍
再
開
後
の
集
中
治
療
、

の
「
救
命
の
連
鎖
」
の
重
要
性
を

掃
は
、
昨
年
十
二
月
三
日
に
実
施

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
学

生
・
教
職
員
有
志
八
十
八
名
が
、

大
学
周
辺
の
清
掃
活
動
に
参
加
し

た
。
開
始
前
に
、
藤
原
副
学
長
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、
教
職
員
及
び
学

生
達
は
地
域
の
方
々
と
共
に
、
大

学
横
を
流
れ
る
春
日
川
河
川
敷
や

土
手
の
ゴ
ミ
拾
い
、
水
路
の
清
掃

活
動
を
行
っ
た
。
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